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I.は じめに

　生活習慣病予防対策等の住民への身近なサービスは、

地域保健法では市町村が役割を担い、保健所は市町村が

その役割を十分果たす ことがで きるよう積極的な市町村

支援が求められている。

　そこで、地域の健康度を測るのに重要な基本健康診査

のデータ分析 を保健所の技術支援のモデルとして取 り上

げ、地域診断の研修を行い、支援のあ り方、評価 を試み

た。

Ⅱ.目 的

　各市町村の老人保健事業による基本健康診査のデータ

の分析 と活用について研修を行い、既存のデータか ら各

自の生活習慣病予防対策の基礎資料 とできるよう、関係

者のデータ分析能力のスキルアップを図り、そのプロセ

スを通 し保健所の市町村支援について考察する。

Ⅲ.研 究方法

　 1　 管内8市 町村 を巡回し、担当課長等に研究事業の

　　主旨を説明 し、共通理解 を図った。

　 2　 保健所長が講師となり、管内市町村の老人保健事

　　業担当者、保健所職員を対象に 「健診データの分析

　　と活用方法」 をテーマに研修を実施 した。
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3　 市町村は各自市町村のデータ分析 を行い、保健所

は管内市町村のデータを集計 ・分析 し、その結果を

市町村に還元 した。

4　 研修受講者に事前 ・事後のアンケー トを実施 し、

評価 を行った。

Ⅳ.結 果及び考察

1.保 健所 と市町村が共に既存のデータから統計処理 を

　行い、科学的分析の学習を深めるとともに、データ分

　析結果か ら得 られた健康課題 を共有することがで き

　た。

2.受 講者は学習 したことを各種統計処理 ・分析に活用

　する等スキルアップに繋がった。

3.市 町村 は自らの健康課題 と管内市町村問での位置、

　また保健所 は管内の課題をより明瞭に把握できる道筋

　を得 られた。

4.市 町村は、専門的 ・技術的な指導力を保健所に期待

　 していることが改めて伺われた。

5.市 町村は各種のデータを抱えなが らも有効活用され

　ていないことも多いことか ら、保健所は市町村がデー

　タを有効利用で きるよう技術支援 を考える必要があ

　る。

6.こ れ らの活動は、保健所自らも管内課題の認識 ・施

　策の基礎データ把握に繋げられる可能性があ り、保健

所の役割 ・機能を考える上で重要であると考えられた。
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